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私の立ち位置

事実・現実(未来)
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総務省「国勢調査報告」および「人口統計年報」より国土交通省が作成

誰もが経験していない未来の日本と教育①
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島国・日本の食料自給率(自立)と教育②
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気候変動時代と教育③
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私が創造している教育は・・・
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14

The ‘3.5% rule’

国民の3.5%以上が参加するశച力のಿ議運動が起きれば、
（ほぼ）必ず変化がもたらされてきた。
（Chenoweth, E. 2020: Questions, answers, and some cautionary updates 
regarding the 3.5% rule. Carr Center Discussion Paper Series)

東京大学/国立環境研究所 江守正多さんより提供

1.4人/40人

主体的な行動者育成と教育(環境教育等)
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Step1.0

主体的な行動者育成と教育(環境教育等)
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March 2015 @ Borneo Island, Malaysia 
2015年3月＠ボルネオ島(マレーシア) 9



Study Tour Project in Borneo, Malaysia　
ボルネオ・スタディツアーの企画・運営

5年間の100名の中高生,50名の教育関係者
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20211124

きっかけ

大人に伝えたい

中１の授業・ワークショップ

COP26に参加 
(総理に手紙を渡す)
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20171129
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20171226
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20171226
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主体的な行動者育成と教育(環境教育等)

Steo1.0 

① 学びと社会の接続　→ 価値観の外へ 
② 本物の現場と大人・先輩たちの背中　→ ロールモデル 
    (子どもたち向けにしない) 
③ 多様な価値の融合　→ イノベーション
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Step2.0

主体的な行動者育成と教育(環境教育等)

18



NITOBE BUNKA HIGH SCHOOL

月 火 水 木 金 土

朝活動 朝学習 朝学習 委員会

1

2

3

昼 昼食 昼食

4

5

6

Cross 
Curriculum1日 

余白・自由 
がある時間割

授業
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more than 130 projects  
2022
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202200417　東京都檜原村 
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Organic Cotton & FSC Project, Hinohara Village, Tokyo　
東京都檜原村オーガニック&FSC プロジェクト
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北海道地方
興部町＠有機畜産・野生動物
浦幌町＠漁業・農業・食の安全

東北地方
岩手県岩泉町/遠野市＠山地酪農
宮城県雄勝町＠復興・野生動物
宮城県女川町＠防災・復興
宮城県石巻市＠復興・音楽
秋田県五城目町＠未来の教育
福島県南相馬市＠復興・起業

関東地方
東京都中野区
＠都市課題・都市型農法

東京都檜原村＠東京の林業
・オーガニックコットン

中部地方
新潟県関川村＠稲作・雑穀循環
山梨県北杜市＠未来型循環農業
長野県長野市＠まちづくり×人
岐阜県飛騨市＠林業・学園構想
愛知県豊田市＠高校生トラベル

関西地方
三重県二木島＠漁業・林業・製材
三重県志摩市＠地方医療
三重県南伊勢市＠養殖

中国地方
岡山県西粟倉＠移住・vivi stop
広島県尾道＠アート・町つくり
広島県呉市＠介護・100年時代
広島県豊田郡＠地域みらい留学

四国地方
徳島県美波町＠半IT半X・地方創生
香川県高松市＠食・町つくり
愛媛県松野町＠地域資源・自然農法・起業

九州地方・沖縄地方
長崎県対馬市＠漁業・海洋ゴミ
宮崎県都農町＠建築・地方デジタル・教育
鹿児島県奄美大島＠マリンスポーツ・亜熱帯の森
沖縄県宜野湾市＠沖縄戦・基地問題・遺骨収集

2023年7月時点

日本の未来・今までの価値観にない大人・退行
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Q4 自分で国に解決したい社会課題がある (上左) 
・全国の１８歳　　46.4% 
・新渡戸(非対称)      　　64.4%　　 
・新渡戸(探究コース)   　78.6% 
Q5 社会課題について、家族や友人などと議論している (上右) 
・全国の１８歳　　27.2%　　　　　  　 
・新渡戸(非受講)　　　　55.9%　 
・新渡戸(探究コース)　   72.0%

学校全体 61.4%　学校全体 68.7%　

日本財団 18歳意識調(2019)

余白と旅
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主体的な行動者育成と教育(環境教育等)

Steo2.0 

① 旅 → 原体験・価値変容 
② 深い次元の問い → 探究するための十分な「余白」 
③ 傾聴と対等性 →  学校/先生のあり方・学校文化へ 
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Step3.0

主体的な行動者育成と教育(環境教育等)
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一般社団法人  
旅する学校

ハードの学校からの脱却
ミッション

ソフトの学校をテーマに 
地域が学校となり 

都市集中型の日本の教育を再建する

ビジョン

コンテンツ

①スタディツアーの企画・運営 
②サポート校の運営 
③オンライン勉強会 
④ソフトの学校つくり

北海道地方
興部町＠有機畜産・野生動物
浦幌町＠漁業・農業・食の安全

東北地方
岩手県岩泉町/遠野市＠山地酪農
宮城県雄勝町＠復興・野生動物
宮城県女川町＠防災・復興
宮城県石巻市＠復興・音楽
秋田県五城目町＠未来の教育
福島県南相馬市＠復興・起業

関東地方
東京都中野区
＠都市課題・都市型農法

東京都檜原村＠東京の林業
・オーガニックコットン

中部地方
新潟県関川村＠稲作・雑穀循環
山梨県北杜市＠未来型循環農業
長野県長野市＠まちづくり×人
岐阜県飛騨市＠林業・学園構想
愛知県豊田市＠高校生トラベル

関西地方
三重県二木島＠漁業・林業・製材
三重県志摩市＠地方医療
三重県南伊勢市＠養殖

中国地方
岡山県西粟倉＠移住・vivi stop
広島県尾道＠アート・町つくり
広島県呉市＠介護・100年時代
広島県豊田郡＠地域みらい留学

四国地方
徳島県美波町＠半IT半X・地方創生
香川県高松市＠食・町つくり
愛媛県松野町＠地域資源・自然農法・起業

九州地方・沖縄地方
長崎県対馬市＠漁業・海洋ゴミ
宮崎県都農町＠建築・地方デジタル・教育
鹿児島県奄美大島＠マリンスポーツ・亜熱帯の森
沖縄県宜野湾市＠沖縄戦・基地問題・遺骨収集

2023年7月時点
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ハードの学校からの脱却
ミッション

持続可能なソフトの学校をテーマに 
地域が学校となり都市集中型の日本の教育を再建する

ビジョン

35
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4
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
な
る
新
渡
戸
文
化
の

強
み
は
、
多
様
な
個
性
で
す
。
こ
の
多
様
な

個
性
を
掛
け
算
し
た
り
、
社
会
と
接
続
し
た

り
す
る
た
め
に
は
、圧
倒
的
な
「
余
白
」（
時

間
）
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
大
胆
に
改
善
し
、
高
校
1
年
生
・
2
年
生

が
合
同
で
週
一
回
、
一
日
を
自
由
に
設
計
で

き
る
時
間
割
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
間
は
主
に
全
コ
ー
ス
融
合
型
の
ク

ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
「
得
意
（
好
き
）」
を
社
会
課
題
に
結

び
つ
け
、
協
働
的
な
学
び
を
展
開
し
ま
す
。

旅 余
白出

会
い

　

人
生
を
変
え
る
き
っ
か
け
の
1
つ
は

「
旅
」。「
体
験
に
勝
る
学
び
な
し
」を
実
現
す

る
た
め
に
、
行
先
の
決
ま
っ
た
修
学
旅
行
で

は
な
く
、
コ
ー
ス
の
特
性
を
生
か
し
た
高

１
・
高
２
合
同
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
す
。
探
究
進
学
コ
ー
ス
で
は
、
長
期
休

業
中
の
選
択
ツ
ア
ー
を
含
め
、
年
に
一
回
以

上
の
旅
を
選
択
で
き
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
地
域
で
は
、

人
口
減
少
な
ど
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
リ
ア
ル

な
課
題
と
、
そ
の
解
決
に
尽
力
す
る
大
人
と

の
出
会
い
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に

紹
介
し
た
地
域
以
外
に
も
、
各
コ
ー
ス
で
ツ

ア
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、「
本
物
」
の

出
会
い
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

「
こ
の
人
に
会
っ
て
み
た
い
」、「
こ
こ
に
行
っ

て
み
た
い
」
を
ア
シ
ス
ト
し
ま
す
。
学
校
と

い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
同
じ
課
題
や
志
を

持
っ
た
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
出
会
い
は
、
社
会
課
題
を
「
自
分
ご

と
化
」
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
出

会
い
を
モ
ノ
に
す
る
力
は
、
皆
さ
ん
の
本
物

の
学
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

オンラインは時間と空間の壁を超えま
した。オンラインを社会の窓にして、
日本や世界の「本物」の大人や同年代
の若者とつながることができます。

● 生徒の声 「たくさんの人とつながっ
て貴重なお話を聞けて、自分の視野が
広がりました。特に、他県の高校生と
交流できたことがよかったです。」

● 生徒の声 「初めてナタやノコギリを
使って登山道の整備を行いました。枝
を切る作業は大変でしたが、終わった
後の達成感は最高でした！」

● 生徒の声 「玉ねぎを収穫。私は玉ね
ぎの茎を切る役割でした。初めて参加
した放課後活動をきっかけに、他の活
動に参加する意欲が生まれました。」　

● 生徒の声 「個人で清掃活動をやるき
っかけとなったプロジェクトです。ゴ
ミを拾うだけではなく、その地域の人
との交流もできてよかったです。」

● 生徒の声 「規格外野菜を提供してい
るレストランを訪問し、取り組みを学
びました。食品ロスの問題について身
近に考えることができました。」　

● 生徒の声 「初めての校外クロスカリ
キュラム。念願の博物館見学にとても
ワクワクしました。人類やそれを含め
た動植物について学べました。」

都内のNPO法人と協働して、武蔵五
日市や檜原村で、森林の保全活動や耕
作放棄された田畑の維持活動などにつ
いて現場で学びます。

リアルな地域課題と向き合うための体
験型のプログラムをつくることも、選
ぶこともできます。写真は三鷹の冨澤
ファームでの実習の様子。

「プラスチックゴミ問題に興味がある」
という生徒の声から、毎月一回、二子
玉川で多摩川の清掃ボランティアグ 
ループの活動に参加しています。

多様な企業に訪問、連携し、社会課題
の解決を考えます。写真は日本サステ
イナブル・レストラン協会メンバー「レ
ストランKIGI」でのワークショップ。

博物館で勉強したいという生徒の声か
ら誕生。クロスカリキュラムを活用す
れば、都内近郊の博物館、水族館、美
術館などで平日1日中、学べます。

オンラインオンライン 里山プロジェクト里山プロジェクトリアルな地域課題リアルな地域課題 清掃プロジェクト清掃プロジェクト企業連携によるプロジェクト型学習企業連携によるプロジェクト型学習 博物館等へのフィールドワーク博物館等へのフィールドワーク

水曜日は、1日中クロスカリキュ
ラムの日。この時間を利用して、
月1回程度、コースならではの校
外実習プログラム（ミュージカル
鑑賞・美術館見学・企業訪問・取材
など）を実施することが可能です。

SDGsカードゲームに
取り組む授業の様子

多彩なスタディツアー　1_美術コース（尾道）　2_音楽コース（石巻）　3_フード
デザインコース（高松）　4_探究進学・秋（地方病院でのインターン）　5_探究進学・
夏（三重県二木島、漁村・森林管理の体験ツアー）　6_海外コース（ボルネオ、2021
年はオンラインで実施）

1

4

2

5

3

6

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

素
敵
な
未
来
を
一
緒
に
構
想
し
よ
う

高
校
の
す
べ
て
の
専
任
教
員
に
よ
っ
て
同
時
に
展
開
さ
れ
る
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

コ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
得
た
学
び
と
社
会
課
題
を
つ
な
ぎ
ま
す
。 

コ
ー
ス
・
教
科
の
枠
を
超
え
た
社
会
課
題
に
つ
い
て
、

自
分
の
「
好
き
（
得
意
）」
を
生
か
し
て
探
究
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ベ
ー
ス
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

2022 月 火 水 木 金 土
朝学習／サークル対話

1

クロス
カリキュラム

2

3

4

5

6

14 13

フィールドワーク 

講義　
レポート制作 
(単位学習)　

休暇　

土・日　

自然・暮らし・アート・ビジネス・文化/歴史・遊び　

地域に関わる大人による講義　

持続可能なソフトの学校
時間割案①
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口
減
少
な
ど
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
リ
ア
ル

な
課
題
と
、
そ
の
解
決
に
尽
力
す
る
大
人
と

の
出
会
い
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に

紹
介
し
た
地
域
以
外
に
も
、
各
コ
ー
ス
で
ツ

ア
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、「
本
物
」
の

出
会
い
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

「
こ
の
人
に
会
っ
て
み
た
い
」、「
こ
こ
に
行
っ

て
み
た
い
」
を
ア
シ
ス
ト
し
ま
す
。
学
校
と

い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
同
じ
課
題
や
志
を

持
っ
た
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
出
会
い
は
、
社
会
課
題
を
「
自
分
ご

と
化
」
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
出

会
い
を
モ
ノ
に
す
る
力
は
、
皆
さ
ん
の
本
物

の
学
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

オンラインは時間と空間の壁を超えま
した。オンラインを社会の窓にして、
日本や世界の「本物」の大人や同年代
の若者とつながることができます。

● 生徒の声 「たくさんの人とつながっ
て貴重なお話を聞けて、自分の視野が
広がりました。特に、他県の高校生と
交流できたことがよかったです。」

● 生徒の声 「初めてナタやノコギリを
使って登山道の整備を行いました。枝
を切る作業は大変でしたが、終わった
後の達成感は最高でした！」

● 生徒の声 「玉ねぎを収穫。私は玉ね
ぎの茎を切る役割でした。初めて参加
した放課後活動をきっかけに、他の活
動に参加する意欲が生まれました。」　

● 生徒の声 「個人で清掃活動をやるき
っかけとなったプロジェクトです。ゴ
ミを拾うだけではなく、その地域の人
との交流もできてよかったです。」

● 生徒の声 「規格外野菜を提供してい
るレストランを訪問し、取り組みを学
びました。食品ロスの問題について身
近に考えることができました。」　

● 生徒の声 「初めての校外クロスカリ
キュラム。念願の博物館見学にとても
ワクワクしました。人類やそれを含め
た動植物について学べました。」

都内のNPO法人と協働して、武蔵五
日市や檜原村で、森林の保全活動や耕
作放棄された田畑の維持活動などにつ
いて現場で学びます。

リアルな地域課題と向き合うための体
験型のプログラムをつくることも、選
ぶこともできます。写真は三鷹の冨澤
ファームでの実習の様子。

「プラスチックゴミ問題に興味がある」
という生徒の声から、毎月一回、二子
玉川で多摩川の清掃ボランティアグ 
ループの活動に参加しています。

多様な企業に訪問、連携し、社会課題
の解決を考えます。写真は日本サステ
イナブル・レストラン協会メンバー「レ
ストランKIGI」でのワークショップ。

博物館で勉強したいという生徒の声か
ら誕生。クロスカリキュラムを活用す
れば、都内近郊の博物館、水族館、美
術館などで平日1日中、学べます。

オンラインオンライン 里山プロジェクト里山プロジェクトリアルな地域課題リアルな地域課題 清掃プロジェクト清掃プロジェクト企業連携によるプロジェクト型学習企業連携によるプロジェクト型学習 博物館等へのフィールドワーク博物館等へのフィールドワーク

水曜日は、1日中クロスカリキュ
ラムの日。この時間を利用して、
月1回程度、コースならではの校
外実習プログラム（ミュージカル
鑑賞・美術館見学・企業訪問・取材
など）を実施することが可能です。

SDGsカードゲームに
取り組む授業の様子

多彩なスタディツアー　1_美術コース（尾道）　2_音楽コース（石巻）　3_フード
デザインコース（高松）　4_探究進学・秋（地方病院でのインターン）　5_探究進学・
夏（三重県二木島、漁村・森林管理の体験ツアー）　6_海外コース（ボルネオ、2021
年はオンラインで実施）
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ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

素
敵
な
未
来
を
一
緒
に
構
想
し
よ
う

高
校
の
す
べ
て
の
専
任
教
員
に
よ
っ
て
同
時
に
展
開
さ
れ
る
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

コ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
得
た
学
び
と
社
会
課
題
を
つ
な
ぎ
ま
す
。 

コ
ー
ス
・
教
科
の
枠
を
超
え
た
社
会
課
題
に
つ
い
て
、

自
分
の
「
好
き
（
得
意
）」
を
生
か
し
て
探
究
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ベ
ー
ス
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

2022 月 火 水 木 金 土
朝学習／サークル対話

1

クロス
カリキュラム
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3

4

5

6

14 13

フィールドワーク・講義　

随時：単位学習

休暇　

土・日　

英会話・読書・レポート・アート(デザイン)

持続可能なソフトの学校
時間割案②

自然・暮らし・アート・ビジネス・文化/歴史・遊び　

地域に関わる大人による講義　

38



・中堅私立大学 
・幅広い業界を目指す 
・サークル　なし 
・アルバイト　接客 
・資格　自動車免許 
・留学　なし 
・インターン　なし 
→大学３年の就活で人生に迷う

・高校時代に個人事業主になる 
・ロールモデルの大人に出会えている 
・原体験と「きっかけ」持っている 
・多様な価値観に触れる経験がある 
・スキル 
　高校時代にプロジェクト経験あり 
　高校時代に企業との連携経験あり 
　 (起業/インターン経験あり) 　  
    高校時代に研究活動とコンテスト 
　等に応募経験あり(入賞)

目指す生徒像
多くの学生？(今まで？) 旅する学校
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結果的に・・・

40



総務省「国勢調査報告」および「人口統計年報」より国土交通省が作成

日本の未来と向き合い・・・

41



日本人としての自立と向き合い・・・

42



主体的な行動者へ・・・
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9

Situation：全国における⾼校配置の実態

全国の市区町村のうち65％は、公⽴⾼校が０ないし１つしかない。
640市町村（37％）は１つのみ、489⾃治体（28％）はゼロ。

多くの⾼校の選択肢から選べるのは都市部のみ。
公⽴⾼校が０ないしは１である市区町村の割合

日本の生産現場と文化の残るエリアとの交流を高める
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現在の教育課題も・・・
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東京都教員採用試験　倍率 

2023年度　2.3倍(中高・生物) 
2004年度　180倍(高校・生物)

現在の教育課題も・・・
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一般社団法人 
旅する学校

校舎に通う校舎+地域に通うどこでもいい

多くの学校オルタナな学校 
新渡戸文化中高
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一般社団法人 
旅する学校

医療

教育

産業

地域づくり・町づくり

子どもの主体性を育み、 
社会変容につなげるための学びの実践について

48




